
由良川減災対策協議会
第3回協議会 資料－３

「水防災意識社会再構築ビジョン」に
基づく由良川の取組方針の実施状況

（平成29年５月末時点）



実施状況

・近畿地整は、下流部では下東地区・三日市地区・
北有路地区で輪中堤整備を、１９地区で宅地嵩上
げを実施中。

・中流部では私市地区の連続堤整備や、河道掘削
樹木伐採を実施中。

・京都府は、由良川河川改修事業と連携し、八戸
地川、宮川、相長川、大谷川、大砂利川を整備中
。
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洪水を安全に流す対策について

取組を実施した効果、成果

輪中堤（下東地区 地盤改良実施） 宅地嵩上げ（施工後）
事業の実施箇所

ハード対策

・Ｈ30年代半ばの早い時期を目標時期とし、下流部では輪中堤整備・宅地嵩上げ、中流部
では連続堤防整備及び河道掘削等を実施 【近畿地整】

黒色：平成28年度末時点ま
でに実施した地先

赤色：今後実施する地先

・取組を実施した地区では、整備完了後には整備計画流量（S34規模洪水）に対して上下流とも浸水
家屋が解消されることが見込まれる。



実施状況

・近畿地整は、荒河排水機場、法川排水機場
でそれぞれ3㎥/sの緊急排水ポンプを増設。

・福知山市は、和久市ポンプ場の増強（1㎥/s
）を平成29年3月より着手。

・京都府は、弘法川河川改修工事を実施して
おり、全体延長L=1,400mの内、弘法川橋か
ら上流約100mが完成。

・福知山市は、大正東貯留施設を整備（1,500
㎥、平成28年7月完成）

・合流区域内の既設下水道管の増強 に平成
28年11月より着手し、平成29年3月に完成。

・西川調節池などの設計業務を実施中。
・排水ポンプ車を国交省は2台増設（3台→5台
）、京都府1台、福知山市2台配備。
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内水を安全に処理する対策についてハード対策

・Ｈ31年度を目標時期とし、福知山市街地において、排水機の増設、調節池の建設、貯留管の増設等の
総合的な治水対策を行う。 【福知山市、京都府、近畿地整】

取組を実施した効果、成果
・緊急排水ポンプ 3㎥/sの増設により、１時
間に25mプール30杯分の水を排出可能。

・平成31年度末には概ね平成26年8月豪雨
と同程度の降雨に対して床上浸水被害を
防止。

・排水ポンプ車の配備により、浸水被害発生
時には機動的な排水作業を実施し、復旧
作業の支援が可能。

合流区域内
の既設下水
道管の増強

弘法川救急排水
ポンプ設備[国]

弘法川排水区

法川排水区

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

蛇ヶ端汚水
中継ポンプ場[市]

JR福知山駅

法川排水機場[国]
3㎥/s緊急排水ポンプ増設

和久市ポンプ場[市]の増強(1㎥/s)

荒河排水機場[国]
3㎥/s緊急排水ポンプ増設

弘法川河川改修工事
（全体延長1.4kmのうち約100m完成） 大正東貯留施設完成 [能力]1,500㎥

排水ポンプ車の配備

平成28年度に実施した主な内容
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実施状況

・H28年度末に、既設堤防天端の舗装が完了。
・舗装完了箇所で堤防愛護会や近隣住民に対し、「河
川元気！由良川堤防パワーアップ説明会」を行い、福
知山堤防愛護会総会では事業説明を行った。
→ 地元の方の意見 「堤防があるから安心ではなく万
が一の事態に備えないといけないことを再認識した」

・裏法尻の補強については今後対策を実施予定。

取組を実施した効果、成果
・天端の保護により、越水による決壊までの時間を引き延ばすことが期待できる。
・説明会等の継続的な実施など、ハード対策と併せてソフト対策を一体的に実施することで
、水防災意識の再構築につながった。

河川元気！由良川堤防パワーアップ説明会
【日付】平成28年6月6日（火）

【参加者】堤防愛護会、近隣住民の約40名

福知山堤防愛護会総会での事業説明
【日付】平成28年7月12日（火）

【参加者】福知山堤防愛護会の約80名土師川左岸0.4ｋ付近の施工状況

危機管理型ハード対策についてハード対策

・Ｈ32年度を目標時期とし、天端の保護・裏法尻の補強を実施 【近畿地整】



実施状況
・福知山市は早期浸水箇所（2
箇所）にライブカメラを設置。

・舞鶴市は由良川沿川の各地
域に防災行政無線を設置。

・綾部市は綾部市地域コミュニ
ティＦＭの可聴区域を拡大。

・京都府は法川と弘法川にライ
ブカメラを2機増設。

・その他の関係機関でも円滑
かつ迅速な避難に資する施設
（ハード）整備を実施中。

4

取組を実施した効果、成果

・ライブカメラの設置及び増設により、洪水時における現場を早期に確認し、避難情報の発令に資す
ることが期待できる。

・舞鶴市では国道及び府道に接続する避難路としての市道等の整備に努めることにより、水防活動
の円滑な実施が期待できる。

避難行動、水防活動に資する基盤等の整備についてハード対策

・H32年度までの段階的な実施で円滑かつ迅速な避難に資する施設(ハード)整備
例）防災行政無線スピーカーの増設、CCTVカメラの増設、民間企業等と連携した一時避難場所の確

保、避難経路の指定・整備等 【4市、京都府、近畿地整】

弘法川・法川
ライブカメラの
増設・映像発信

土師宮町・前田
ライブカメラの
増設・映像発信

H27.7

H28.8

防災行政無線
（大川神社、舞鶴市） ライブカメラの増設（福知山市、京都府）



取組を実施した効果、成果

実施状況

・H28年度、H29年度に洪水対応演習
における情報伝達訓練、ホットライン
訓練を実施。
・Ｈ28年9月に福知山市と近畿地整で
地域防災訓練におけるホットラインの
訓練を実施。参加人数は約930人。
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防災関係機関の連携についてソフト対策

・出水期前に実施する洪水対応演習において、毎年ホットラインの訓練を実施。
・毎年度の実施を目標とし、地域防災訓練において、ホットラインの訓練を行う。

【4市、近畿地整】

福知山市地域防災訓練（福知山市）

・ホットラインの洪水対応演習において、災害関係機関の意思決定者であるトップ同士が
情報交換を行うことで、危機管理に係る「先を見越した早め早めの行動」と「不測の事態
の対応に専念」するなどの意識付けが可能となった。

・福知山市の地域防災訓練では、『由良川福知山タイムライン』の検証、複合災害を想定
し２５機関もの関係機関の参加による実践的な連携訓練、訓練を通じた事前会議・訓練
調整などによる関係機関相互の連携強化ができた。
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ハザードマップの作成・周知についてソフト対策

・京都府はＨ28年度末、近畿地整はＨ28年台風期を目標時期とし、想定最大規模
降雨時の洪水浸水想定区域図の作成・公表を実施 【京都府、近畿地整】

【国（洪水予報河川）】 ：由良川、土師川 【府（水位情報周知河川）】：犀川、和久川、牧川、土師川、宮川

・想定最大規模降雨時の洪水浸水想定区域図等を反映した水害ハザードマップの
作成・公表・周知 【4市】

実施状況

・平成28年8月30日に近畿地整は由良川及び
土師川の洪水浸水想定区域図を公表。

・京都府は検討中で、Ｈ29年度中に完成予定。
・各市で平成29年度中に由良川洪水ハザード
マップを作成・更新予定。

取組を実施した効果、成果

・洪水浸水想定区域図を公表することで、住民
や関係機関に対し、浸水リスクを周知できた。

・洪水浸水想定区域図は避難計画を作成する
ための資料となる。

由良川及び土師川洪水浸水想定区域図



実施状況
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避難情報等の発令基準の策定について①ソフト対策

・Ｈ29年台風期を目標時期とし、想定最大規模降雨時の浸水範囲や浸水深等を踏まえ、①
由良川沿川の道路が全線にわたり冠水したり地区全体が大きく水没するなど垂直避難が不
可能な地区については、広域的な避難が出来るよう発令基準を従来より早めるほか、②毎
回想定最大規模の水害に対する避難体制をとることが困難かつ現実的でないと考えられる
場合は、計画規模等の水害に対する1次避難から2次避難への移行判断基準を設けるなど
、地区の実情に応じた避難情報の発令基準を検討し取り決める。 【4市、近畿地整】

・舞鶴市は、庁内で横断的に設置した
ワーキンググループで検討を重ね、避
難情報判断・伝達マニュアル（暫定版
）を策定し、平成28年9月から運用を開
始。必要に応じ見直しを図る予定。

・綾部市は、平成29年3月24日の綾部
市防災会議において、綾部市地域防
災計画の見直しを実施。 １次避難、２
次避難において使用可能（垂直避難
を含む）な指定緊急避難場所及び指
定避難所を区別、避難体制の移行（１
次避難から２次避難へ）についてとり
まとめた。 避難情報判断基準（舞鶴市）



実施状況
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避難情報等の発令基準の策定について②ソフト対策

・宮津市は、洪水等各種の災害ごとの
指定緊急避難場所及び指定避難所の
見直しを実施。ハザードマップと併せ、
住民向け避難マニュアル「災害に備え
て」（H24年３月改訂）の修正を行い、

配布予定。災害時の「職員対応マニュ
アル」については、今年度版を作成済
み。

・福知山市は、浸水想定最大規模の発
表に伴い、H28年度から避難所の見直
しや２段階避難について検討中。 宮津市避難マニュアル「災害に備えて」（宮津市）

職員対応マニュアル（2017版、宮津市）

○「大雨警報」解除 土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○「洪水警報」解除 ●情報伝達（全手段にて）

→ → 5.00 － 2.80 1.50 1.10 2.10 2.80 ○河川の増水状況 ●関係機関へ通知（府、警察）

○避難判断水位を下回り、今後上昇しない見込み（上流水位の上昇がなく、降雨もないこと） ○今後の降雨予測

○洪水警報（気象警報）の解除

○水防警報の解除

○「大雨特別警報」 ○「大雨特別警報」 ●サイレン信号

土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○河川の増水状況（現地警戒情報） ●情報伝達（全手段にて）

綾部 戸田 福知山 大雲橋 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ○上流の降雨状況（累積と予測） ●関係機関へ通知（府、警察）

6.00 5.90 ○河川監視ライブカメラ（府、市） ●全広域避難所開設、運営

●地区派遣職員

8.12 7.74 ●消防団、市部局による警戒

○由良川（中流、下流）【氾濫危険情報】 ○決壊や越水・溢水により氾濫発生 ●安否確認、避難誘導

●救助

○「土砂災害警戒情報」 ○河川の増水状況（現地警戒情報） ●サイレン信号

○土砂災害警戒情報後も更に雨量増加

由良川

（参考）堤防計画高

○「氾濫危険水位」を超え、「計画高水位」
に達する見込み

○「土砂災害警戒情報」＋
　「気象庁土砂メッシュ【濃紫】」
　（※参考：京都府土砂メッシュ【赤】）

○「土砂災害警戒情報」＋
　「記録的短時間大雨情報」（90㎜/ｈ）

○土砂災害が実際に発生

氾濫危険水位 堤防計画高

由良川

5.20 2.34 2.69 3.73 5.10

避難判断水位 氾濫危険水位

平成２９年４月現在

区　　分 対　　応

避難勧告等の判断基準（福知山市） 注意　　夕方～（夜間）～明け方の気象警報発表、台風接近など十分考慮すること。

府管理河川【水防警報河川等】

洪水
内水氾濫

由良川【洪水予報河川】
土砂災害

（ 解　除 ）

避難指示
（緊急）

（夜間、他の警報考慮）

○排水ポンプ停止(福知山 7.74、大雲橋 10.63)

職員対応マニュアル2017版（宮津市）

避難勧告等の発令基準（福知山市）



実施状況
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避難行動のための情報発信等について①ソフト対策

・プッシュ型で洪水予報等の情報を配信（早期実現予定） 【近畿地整】
・新たなステージに対応した防災気象情報の提供 【気象台】
・Ｈ30年度出水期を目標時期とし、避難行動要支援者に対し、プッシュ型の情報伝達が確実になされる
よう支援（携帯防災メールの登録支援、防災ラジオの各戸配布、自主防災組織の訪問や電話による戸
別の声かけ体制の整備等) 【4市】

取組を実施した効果、成果

・緊急速報メールを活用することで住民に洪水情報を直接伝え、主体的な避難の促進が期待できる。
・住民の方が気象庁ホームページ等で確認することにより自ら危険度の高まりを判断し避難行動を行う
ことが期待できる。

・タイムラインに基づく事前行動の判断に「警報級の可能性」が利用されることが期待できる。
・豪雨時には防災行政無線スピーカーと比べて、防災ラジオは要配慮者、要配慮者施設への確実な伝
達手段として期待できる。

実施状況

緊急告知防災ラジオ（福知山市）

・近畿地整は緊急速報メールを活用した洪水情報のプッ
シュ型配信を平成29年5月1日から開始。

・気象台は、「警報級の可能性」及び「危険度を色分けし
た時系列」の提供を平成29年5月17日開始。また、平成
29年7月上旬には、大雨・洪水警報及び大雨特別警報を
改善し、「大雨警報（浸水害）の危険度分布」及び「洪水
警報の危険度分布」の提供を開始する予定。

・福知山市は要配慮者、要配慮者施設に防災ラジオを無
償貸与（災害時等にFM丹波を介して受信できる。）

洪水情報のプッシュ型配信イメージ



実施状況
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避難行動のための情報発信等について②ソフト対策

・福知山市はＨ29年3月からYahoo!防災情報アプリ「防災速報」
を開始（防災情報のほか、地震、豪雨予報、台風の雨、警報、
避難情報など）

取組を実施した効果、成果
・防災情報アプリやメール配信サービスは、少ない手間で情報を得ることができる。

Yahoo!防災情報アプリ「防災速報」
（福知山市）

・綾部市もヤフー株式会社と災害
に係る情報発信等に関する協定
を締結、H29年6月上旬には
Yahoo!防災情報アプリ「防災速報
」運用開始予定。

・舞鶴市は、緊急速報メールやま
いづるメール配信サービス、防災
行政無線の内容を電話で確認で
きるテレホンサービスなどにより、
確実な地域住民への情報伝達を
図っている。

・宮津市は、屋外の防災行政無線
情報が聞き取りにくい補完として、
みやづ情報メールを配信。H28年
３月からYahoo！防災情報アプリ

「防災速報」の運用も実施。

上：みやづ情報メール（宮津市）
下：まいづるメール（舞鶴市）
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防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充について①ソフト対策

・タイムラインのシナリオに基づく地域住民が参加する避難訓練を実施。その際、避難行動要支援者の
避難も想定 【4市、京都府、気象台、近畿地整】

実施状況

取組を実施した効果、成果
・平成28年台風16号接近時にはタイムラインに基づく事前行動や連携を実施することができた。
・福知山市の住民主体の自主防災訓練は、前回実績を上回る12,000人超の住民参加で、減災に繋がる自助・共助活
動の意識向上が図れた。

・福知山市は、Ｈ28年度にタイムラインのシナリ
オに基づく避難訓練や市内各地域での自主防
災訓練を実施。

・舞鶴市は、地域防災計画に係る各班活動計画
に基づく避難訓練を毎年実施。

・綾部市は、H29年9月に予定している綾部市防
災訓練において、災害対策本部の設置及び運
用、自主防災本部、住民との情報伝達訓練を
実施予定。

・宮津市は、由良川における浸水想定住家等を
対象に消（水）防団の協力を得て、訓練を実施
予定。

宮津市における訓練のイメージ
（宮津市、写真はH27宮津市総合防災訓練時） 平成28年度福知山市地域防災訓練 状況想定（福知山市）

避難行動要支援者の避難想定（福知山市）
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防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充について②ソフト対策

・Ｈ32年度まで随時、効果的な「水防災意識社会」の再構築に資する
広報を検証の上実施 【4市、京都府、気象台、近畿地整】

実施状況

取組を実施した効果、成果

・座談会では、激甚化している昨今の水害より、公助には限界があり、避難のための
自助・共助が大きなポイントとなることを参加者間で確認し、多くの方に広報できた。

座談会の様子

・多くの方に由良川流域における減災のための取組
等を知っていただき、災害時に「自分達がどう行動し
、防災に努めれば良いのか」考えていただくきっかけ
とするため、座談会を開催し、新聞掲載を行うことで
効果的な広報を実施。（参加：住民、４市、近畿地整
、マスコミ）
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水防活動の強化・効率化について①ソフト対策

・ 毎年継続して、消防団（水防団）が河川管理者等と共に、大規模出水時に水防活
動を行う可能性の高い水害リスクの高い箇所を予め把握すべく、水防工法訓練や
由良川防災パトロール、災害図上訓練（DIG:Disater Imagination Game）等を実施

【4市、京都府、気象台、近畿地整】

実施状況

取組を実施した効果、成果

・水害リスクの高い箇所について、消防団（水防団）と河川管理者で情
報共有することができた。

・出水期を前に、水防工法の習熟と指揮命令系統の確立を目的とした
訓練を実施できた。

・工法の習熟とともに、出水期に対する危機意識の高揚が図れた。

・ Ｈ28年度に4市それぞれで、消防団（
水防団）、河川管理者等による水防工
法訓練等を実施。
Ｈ29年度も引き続き訓練を実施予定。

・ 福知山市、綾部市、宮津市は防災パ

トロールを実施。 水防工法訓練（福知山市）
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水防活動の強化・効率化について②ソフト対策

・毎年度の実施（防災ステーション及び水防拠点は平成31年に整備完了予定）を目標とし、
土のう造成機（国が保有）を活用するなどして予め製造した土のうや土砂を、既存の土のう
ステーション等の他、今後整備する防災ステーションや水防拠点に大量に仮置きしたり、水
のうを配備したりしておくことにより、水防活動の円滑化かつ迅速化を図る。各市はそれを利
用することで円滑かつ迅速な水防活動を行う。 【4市、近畿地整】

実施状況

取組を実施した効果、成果
・時間と労力を要する土のうを事前に準備しておくことで、洪水時には迅速
な水防活動が期待できる。

・福知山市はＨ28年度に水防活動に必要な資機材の整備を実施。
・舞鶴市は6月～11月に土のうステーションに土のうを配備。

・綾部市、宮津市は各消防団の分団舎に土のうを設置済み。

土のう製造機（舞鶴市）
土のう製造機

同時に複数の土の
うを作成できる

土のうステーション（福知山市）
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水防体制の強化について①ソフト対策

・毎年度の実施を目標とし、引き続き、消防団（水防団）員の確保（募集等）
と、自主防災組織の新規設置に努める。 【4市】

実施状況

取組を実施した効果、成果
・新たな制度の導入やHP等での広報を実施し、今後の新入団員確保に
繋がることが期待される。

・Ｈ28年度に4市で消防団（水防
団）員の確保（募集等）と、自
主防災組織の新規設置に努
めた。

・各市のＨＰ等に募集案内を掲
示。

・綾部市では、綾部市消防団員
に対して料金の割引やポイン
トの加算などの特典を提供す
る「綾部市消防団応援の店制
度」を導入（H29年4月27日～） 「綾部市消防団応援の店」制度の導入（綾部市）
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水防体制の強化について②ソフト対策

・毎年継続して、リーダーを育成し、後世に繋ぐための研修会を開催 【4市】

実施状況

取組を実施した効果、成果
・幅広い世代を交えて、住民ならではの経験や視点から地域の危険箇所等を検討する
ことで地域全体の水防体制が強化され、防災意識を共有することが期待できる。

・Ｈ28年度に4市でリーダーを育成し、後世に繋ぐための研修会（地域防災リ
ーダー研修）を実施。

・福知山市では、平成２８年４月１０日消防団水防研修会を実施（参加人数１
８４名）。また、福知山市地域防災訓練（平成２８年９月４日実施）では、土の
う作成、改良積土のう工法Ⅱ、シート張り及び釜段工法等の水防工法訓練
を実施（参加人数８７名）

地域防災リーダー研修の様子
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自営水防の推進についてソフト対策

・Ｈ28年度末を目標時期とし、災害拠点病院を含む防災関係機関の施設等に対し、
想定最大規模降雨時における浸水リスクの説明 【4市、京都府、近畿地整】

実施状況

・近畿地整は市と連携して災害拠点病院（福
知山市民病院）、福知山市及び舞鶴市自治
会に対し、浸水リスクの説明を実施。

・綾部市、宮津市は、ハザードマップを作成
後、実施予定（Ｈ29年度以降）

取組を実施した効果、成果
・災害時に重要な役割を担う防災関係機関において、想定最大規模降雨による浸水リス
クを事前に理解頂くことで、洪水時の冷静で円滑かつ迅速な行動に資することが期待で
きる。

福知山市民病院への説明資料

舞鶴市自治会への説明会
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社会活動の早期回復対策についてソフト対策

・福知山市においては、総合的な治水対策による段階的な整備を踏まえ、効率的かつ迅速
に氾濫水を排水するため、排水手法の検討等を整備段階毎に行い、大規模な水害を想定し
た由良川排水計画を作成。綾部市は、都市下水路に係る「雨水対策基本計画」を策定し具
体的な対策に取り組む。また、他市においても、排水計画の必要性について検証し、必要に
応じて排水計画を作成（福知山市はＨ28年度末を目標時期とし、福知山市以外は必要に応
じ随時） 【4市、京都府、近畿地整】

実施状況

・Ｈ28年3月に綾部市は都市下水
路に係る「雨水対策基本計画」を
策定。今年度は、基本設計及び
詳細設計、国土交通省等関係機
関協議、排水ポンプ車両（排水能
力0.5㎥/秒）購入を予定。

・福知山市、舞鶴市、宮津市でも
由良川排水計画の検討中。

・舞鶴市では、輪中堤の樋門操作
に係る研修訓練を実施。

取組を実施した効果、成果

・排水計画を立てておくことで、洪水時には円滑かつ迅速な対応で、浸水継続時間の短縮
、社会活動の早期回復が期待できる。

雨水対策基本計画（綾部市）
■概要
・近年の降雨実績等を踏まえた検討条件の設定
・浸水シミュレーションによる検証
・効率的・効果的な浸水対策の検討

■整備計画概要
・短期：仮設ポンプ（古川樋門）、排水ポンプ車（30㎥/分）
・中期：排水ポンプ場（60㎥/分、古川樋門付近）
・中長期：都市下水路の整備（雨水幹線・枝線） 雨水対策基本計画（綾部市）

排水ポンプ車による
排水作業イメージ

（福知山市）


